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   ４－２．その他注意事項

（１）設計上・ 使用上の注意点

・エコユニットベースは緑化駐車場に使用する芝生保護材です。緑化駐車場の芝生保護材以外の目的で

　使用しないでください。

・ タイヤのスエギリや切り返しが多い場所等の芝生が擦り切れたり裸地化することが予測される部位等では、

　舗装等を併用することをお勧めします。

・凍上の可能性のある地域では砕石層を 300mm 以上にしてください。

・ 耐荷重 10ｔ車以下 ( 総荷重 20ｔ以下 ) です。

・エコユニットベースを使用した緑化駐車場には、駐車車両並びに関係者以外は立ち入らないようにしてください。

・エコユニットベースを使用した緑化駐車場では、支持脚に引っ掛かるなどして転倒し怪我をする恐れがあります。

　自転車等のタイヤが細い乗り物での通行やハイヒール等の不安定な履物による歩行の際は十分にご注 意ください。

・ 駐車頻度が高いと芝生の育成量が減少し、裸地化が見られる場合がありますのでご注意ください。

・ カーポート下など紫外線がカットされる場所では、芝生が枯れる場合があります。

（２）施工上の注意点

・ 路床転圧はアスコン舗装よりも、しっかりと行って下さい。

・ 播種の場合は、エコユニットベースの支持脚頂部よりも高く客土を入れ、転圧を行ってください。

・凍上の可能性のある地域では砕石層を 300mm 以上入れてください。

・芝生を張った後の転圧はエコユニットベースの支持脚頂部が露出するまでしっかりと行ってください。

・施行中及び芝生養生中はエコユニットベースの上部には工事用車両などを走行させないでください。

・ 客土の不足や流出、過剰な締め固め等により、エコユニットベースの支持脚を突出させないでください。

（３）維持管理上の注意

・芝生保護のため適度な日照を与えてください。

・施肥は 3 回 / 年、目土は 1 回 1 年以上行ってください。

・施工後は芝生が客土に根付くまで散水し、かつ十分に養生してください。

　( 芝生養生中は車両を乗り入れないようにしてください。）

・施工後は必要に応じて散水してください。

　ただし夏季における晴天時の散水は日中を避け、朝または夕方にしてください。

・ 耐荷重 10ｔ車以下 ( 総荷重 20ｔ以下 ) です。

・車両の急発進、急停車、タイヤのスエギリ等は避けてください。

・ 駐車頻度が多いと芝生の生育量が減少し、裸地化が見られる場合がありますのでご注意ください。

　芝生の状態により、養生期間を与えてください。

・エコユニットベースの支持脚が地表面から突出すると、破損したり、転倒しやすくなりますので適切に管理してください。

（３）保管 ・取り扱い上の注意

・ 商品は高く積み上げすぎると荷崩れを起こし、ケガをする可能性があります。

・ ポリプロピレン樹脂製ですので、保管時 ・施工時にはタバコなどの火気を近づけないでください。

・ 運搬にあたっては、商品を損傷しないよう注意してください。

・ トラックの荷台から投げ降ろしたり、引きずったりしないでください。商品が破損する可能性があります。

・ 直射日光が当たらないように保管してください。

※本資料に記載されている基準値、測定値、参考値は保証値ではありません。

   数値等は予告なしに変更することがありますのでご確認下さい。

※製品改良のため、仕様、外観は予告なく変更することがあります。
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